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技術・家庭科学習指導案

日 時 平成１０年１０月２２日（木）

生 徒 第 学年 組3 3
男子 名女子 名 計 名17 17 34

授業会場 札幌市立西岡中学校 被服室

指 導 者 札幌市立西岡中学校

教諭 笹川 麗美

Ⅰ 領域・題材

被服・ハーフパンツの製作

「衣服の立体構成」

Ⅱ 領域・題材の目標と学習のねらい

既製服が溢れている生活環境では，日常着を

適切に選択する目を養い，それぞれに適した手

入れや保管についての知識・能力を身につける

ことが求められている。また，衣服を製作する

機会の少ない中で，日常着の製作は貴重な体験

である。製作を通して，縫製の基礎技術を習得

させ，簡単な日常着を製作する能力を養うこと

だけではなく，着用目的にあった素材やデザイ

ン，被服構成の基本，被服材料の特徴等を理解

し，自分たちの生活の中で総合的に活用できる

ようになることをねらいとしている。本校生徒

は 小学校では手縫いのエプロン １年生の 家， ， 「

庭生活」領域ではミシンを使ってのウォールポ

ケットと，平面的なものを製作してきている。

題材設定にあたっては次のことを考慮した。

(1)立体構成の基本についての理解ができる

こと

(2)好みや技能に応じて，デザインや製作方

法を選択できること

(3)実技体験不足の生徒に，基礎的技能を定

着させることのできるような要素が含ま

れていること

(4)完成した作品を着用し，手作りの喜びを

味わえるものであること

以上のことから「ハーフパンツの製作」を題

材とした。

生徒にとっては衣服の立体構成に関する学習

は初めてであり，複雑な構造を持つ下半身だけ

に，とまどうことも考えられる。しかし自分自

身が着用するものとして 期待感や関心を持ち， ，

Ⅲ 研究とのかかわり

生徒の日常の衣生活は既製服の購入が中心に

展開され，学校の授業以外で被服製作や手作り

を体験できる生徒は限られている。また，テレ

ビや雑誌など流行に関する様々な情報の中でデ

ザインなどへの興味はあるが，着ごこちや手入

れの方法等，幅広い観点から衣服を見つめ，実

際の自分の生活に照らし合わせて選択しようと

いう姿勢には乏しい。

本時では，生徒一人一人に日常着としてのズ

ボンを持ち寄らせることで，学習への関心・意

欲を喚起すると共に，ズボンにも様々な形やデ

ザインがあることに気付かせ，より日常生活に

結びつけて考えさせたい。また，形の違いと機

能の関係にも発展させていけるものと考えた。

さらに，これから製作するハーフパンツを提示

することで，今後の製作に向けての意欲を強め

させたいと願った。組立の場面では，持ち寄っ

たズボンの観察やお互いの日常の実体験等を生

かし，生徒が考え，試行錯誤による学びができ

るような教師の働きかけを試みたい。そのよう

な活動を通して，人体の立体的構造を意識し，

より着やすさを大切にして日常着の選択をしよ

うとする意識が育つものと期待している。

Ⅳ 学習の全体計画

（ ）全体３０時間 本時６／３０

被服と私たちの生活 1

被服の材料 2

日常着の製作 21

製作の計画 ( )1

製作に必要な用具の準備 ( )1

立体構成 ( ) 本時1（ ）

採寸・型紙 ( )2

製作 ( )16

手芸品と私たちの生活 4

快適な衣生活 2

意欲的に学習に取り組める題材と考える。


